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「(1) リスク評価実施手法について」で示されたリスク評価実施の基本フローの例のうち、⑤及び⑥に関連し

て簡易ハイブリッド法 1)を適用する際の課題について検討した結果について述べる。 
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1. はじめに 簡易ハイブリッド法は、機器損傷頻度評価法及び事故シーケンス発生頻度評価法（Max/Min 
法）から構成される。文献 1)及び 2)によれば、次の３つの課題が指摘されている。ここでは、このうち保守

性を確保するための課題(ⅰ)及び(ⅱ)について検討した。 
(ⅰ) 損傷頻度評価式（PF=k×H(Ax%)）における係数 k、機器損傷確率 x%の設定 
   ここで、PFは機器の年損傷頻度[回/年]、H(Ax%)は機器損傷確率が x%となる地震加速度 Ax%における

地震ハザード曲線での年超過頻度[回/年]、k は過去の地震を踏まえた経験から定めた係数 
(ⅱ) 耐力が最小の機器と同程度の耐力を持つ機器が複数“OR”結合している場合の Max/Min 法の扱い方 
(ⅲ) Max/Min 法における人的過誤等の考慮の仕方 

2. 損傷頻度評価式における係数 k、機器損傷確率 x%の設定 
手順 機器のフラジリティ曲線が対数正規分布であり、地震 
ハザード曲線が両対数グラフ上で直線近似できるとすると、 
PF/H(A5%）及び PF/H(A10%）は次のとおりとなる 1)。 

PF/H(A5%)=exp(-1.645KHβ+0.5(KHβ)2) ・・・(1) 
PF/H(A10%)= exp(-1.282KHβ+0.5(KHβ)2) ・・・(2) 

 式(1)、式(2)を用いた機器の損傷頻度評価における係数 k、 
機器損傷確率 x%の設定手順例を図 1 に示す。本手順例では、 
 [2]の試算結果に基づき、[3]においてｋ及び x％を適切に設 
定することにより、保守的な評価結果が得られるものである。 
3．耐力が最小の機器と同程度の耐力を持つ機器が複数“OR”
結合している場合の Max/Min 法の扱い方 “OR”結合に対する

Max/Min 法と地震 PRA 手法の処理を比較することにより、Max/Min
法の非保守性について分析した。その結果、N 個の機器が“OR”結合し

た一連の機器の耐力について、最小の HCLPF 耐力を持つ機器のフラ

ジリティ曲線を、損傷確率 1%での地震加速度における損傷確率が

0.01×N となるように平行移動させた曲線の HCLPF 耐力で代表するこ

と（図 2 参照）により保守的な評価となると考えられる。 
4. おわりに 簡易ハイブリッド法について、ここで検討した手順例及

び扱いにより、保守的な評価結果を簡便に得られる可能性が示された。 
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図 1 係数 k、機器損傷確率 x%の設定手順

[1] 両対数グラフで表示した地震ハザード曲線
の傾きKHの算出（例えば、年超過頻度10-3～10-7/
年の一桁の範囲ごとに算出） 

[2] KH（［1］の範囲）及び対数標準偏差β（例え
ばβ=0.1～0.5）に対応する PF/H(A5%)及び
PF/H(A10%)の算出） 

[3] ［2］の結果に基づき係数 k、機器損傷確率
x%を設定（例えば、PF/H(A5%)の値が全て 1.0
以下であれば、k=1.0、x=5 と設定） 
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